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1.はじめに 

沖洲人工海浜は，四国横断道路用地などの埋め立てによって消滅する希少種ルイスハンミョウの生息地の

代替として，2007 年に整備された１）．人工海浜では，当種の確認頭数は一時的に増加したものの，近年では

確認されていない．過去の研究から個体数減少要因として，生息適地となる T.P.0.8m～T.P.1.1m(以後「適

正標高」)の面積の減少，適正標高内での植生被度 25%以上の場所の拡大が考えられている 2)．幼虫の生息場

所を保全するため，2021 年 8 月沖洲人工海浜中部に，ルイスハンミョウ幼虫の適正標高面積の回復を目的と

した養浜整備が行われた．本研究では，養浜整備後の海浜地形や植生被度の結果を解析し，幼虫の生息場所

を減少させないための植生の管理手法について検討する． 

2.解析方法 

沖洲人工海浜の地形や植生被度調査は，2021 年 11 月及び 12 月に実施した．海浜の南北方向に 10m 間隔

で測線を設定し，東西およそ 5m 間隔で 33 ㎝×33 ㎝のコドラートを設置し，カメラで撮影した後に VRS 測

量にてコドラートの位置座標と標高を測量した．植生被度はブラウン・ブランケ被度階級を用いて，撮影写

真を目視にて階級分けを行った．解析には，ESRI ジャパン株式会社の ArcGIS を用いた．調査，測量したデ

ータを CSV ファイルに変換し，ArcMap 上にポイントデータとして載せた．ポイントデータは内挿し，測点

間を補完した．地形の解析では表示範囲を統一するため，それぞれの地形データを 2021 年 11 月の表示範囲

に統一し，標高毎の面積を求めた． 

3 結果 

図 1 に 2018 年，2021 年の沖洲人工海浜における植生被度の分布を示す．沖洲人工海浜では優占種として

コウボウシバが確認されている．図 1 内の青色の範囲は植生被度 25％以上の範囲を示しており，ルイスハン

ミョウ幼虫の生息がほとんど確認されない場所である．図から 2018 年に比べ 2021 年では，植生被度 25％

以上の分布範囲拡大が確認できた．図 2,図 3 は植生と標高の関係を表すための抽出地点とその結果を示して

いる．これらより，植生先端の最低標高は T.P.0.77m，植生被度 25%以上となる最低標高は T.P.0.94m であ

った．一方，養浜整備を行った海浜中部では，植生先端及び被度 25%以上となる標高は他より高かった． 

図 4 は，左側に 2021 年 12 月の適正標高範囲を示し，右側は植生被度 25%が T.P.0.94m まで進出した場合

の幼虫の生息可能な場所を示している．この図から，適正標高範囲内に植物が繁茂した場合，最大 58%の面

積が幼虫の生息に適さない場所になることが分かった． 

  
図 1 沖洲人工海浜における植生被度と植生先端

の分布図 

図 2 植生分布解析のための抽出地点とその区分 
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図 3 沖洲人工海浜における植生先端と 

植生被度 25%の標高 

 

図 5 平均潮位と植生先端標高の関係 図 4 2021年の沖洲人工海浜における，生息適地範

囲と植生被度 25％以上の範囲が拡大した場合の範囲 

 

4.考察 

 沖洲人工海浜では人為的な影響がない場合，適正標高範囲まで植物が繁茂し，幼虫の生息に適した場所が

大きく減少してしまうことが推察された．従って，本海浜においてルイスハンミョウを保全するためには，

コウボウシバなど海浜植物の繁茂を人為的に阻む管理が必要となる．図 5 は，2017 年と 2018 年の沖洲人工

海浜の植生先端位置の平均標高と年平均潮位の結果である．過去 1 年間の平均潮位が高い年の植生先端標高

が高かったことから，海水の浸漬や冠水は植生の生育を制限する要因の一つであると考えられる．従って，

海浜植物の繁茂を管理する方法として，人為的に冠水させることは効果的かもしれない． 

5.おわりに 

コウボウシバは「踏みつけ」により生育が制限されるとの報告があり 3)，「人為的な冠水」の他に「踏みつ

け」による管理方法も考えられる．しかし，以前の研究から人の海浜利用が海浜性ハンミョウの個体数減少

に関係していることが報告されている 4)ので，「踏みつけ」による植物の繁茂を阻害する方法は望ましくない．

管理方法の条件を整理すると，１）ルイスハンミョウ幼虫の巣孔に影響を及ぼさないこと，２）継続的に実

施可能であることがあげられる．今後は，「人為的な冠水」に着目し，二つの条件を満たす管理方法を確立す

るため，コウボウシバの生育を阻害するために適した冠水時間を算出するための実験の実施を考えている．  
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